
①雇用調整助成金助成額算定書

②雇用調整助成金（休業等）支給申請書
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④
雇用保険料の算定基礎となる賃金総額（①の数字）

雇用保険料被保険者数の平均（②の数字）×年間所定労働日数（③数字）

※助成率　　　　　　　　　4/5 （中小）、　　2/3（大手）

　解雇を行わない場合　 　  9/10（中小）、　　3/4（大手）

※教育訓練を行う場合　  2,400円（中小）、1,800円（大手）

◎計算例①　中小企業で休業手当60％とした場合

　雇用保険賃金総額　53,884,000円　÷　雇用保険加入平均数　12人　×　年間所定労働日数　261日　＝　17,204円

　17,204円　×　休業手当　60％　×　4/5　＝　8,258円

　従業員　12人　全員に10日間休業した場合

　12人　×　10日　×　8,258円　＝　990,960円

◎計算例②　中小企業で休業手当80％とした場合

　雇用保険賃金総額　53,884,000円　÷　雇用保険加入平均数　12人　×　年間所定労働日数　261日　＝　17,204円

　17,204円　×　休業手当　80％　×　4/5　＝　11,827円（上限が　8,330円のため、　8,330円となる）

　従業員　12人　全員に10日間休業した場合

　12人　×　10日　×　8,330円　＝　999,600円

＝
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1日の単価

（1人あたり　上限：8,330円）
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自動計算版を使用すると、①雇用調整助成金助成額算定書（①②③⑤⑥⑨）を入力すると

②雇用調整助成金（休業等）支給申請書（⑤⑥⑦⑧）は自動入力されます。

【労働保険確定保険料申請書】

　　　　　申告した年度の所定労働日数

　　　　　　　2019年４月１日～2020年３月31日の所定労働日数

　　　　　例では、年間休日が105日

　　　　　366日－年間休日105日＝所定労働日数　261日

③


